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日
本
の
ホ
テ
ル
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

と
し
て
、
帝
国
ホ
テ
ル
は
一
八
九
〇
年
に
開

業
し
、
一
二
〇
年
を
超
え
る
歴
史
を
誇
る
。

　

同
ホ
テ
ル
で
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
」と「
利
益
」

の
両
面
を
経
営
の
基
軸
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

ハ
ー
ド
へ
の
投
資
・
ソ
フ
ト
の
改
善
や
ヒ
ュ

ー
マ
ン
の
強
化
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
を
強
く
す

る
。
そ
し
て
、
適
正
な
利
益
を
得
て
、
こ
れ

を
再
投
資
し
、
新
た
な
価
値
と
し
て
お
客
様

に
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
企
業
価
値
を

さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
こ

の
強
化
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
て
い
る
の

は
、
ま
さ
に
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
の
日
常

の
仕
事
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
意
味
で
、
老
舗
ホ
テ
ル
と
は
い

え
、
労
働
集
約
型
産
業
で
あ
る
ホ
テ
ル
業
に

と
っ
て
、
人
材
活
用
が
経
営
戦
略
の
コ
ア
で

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　

非
正
社
員
か
ら
正
社
員
へ
の
登
用
制
度
を

導
入
す
る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
同

ホ
テ
ル
で
は
一
九
九
六
年
の
帝
国
ホ
テ
ル
大

阪
開
業
に
あ
わ
せ
て
新
設
し
た
契
約
社
員

（
エ
リ
ア
社
員
）
か
ら
の
正
社
員
登
用
制
度

を
一
つ
の
入
職
経
路
に
位
置
づ
け
て
、
運
用

し
て
き
た
。

　

も
と
も
と
エ
リ
ア
社
員
は
一
年
単
位
の
有

期
契
約
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
期
間
の

定
め
の
な
い
雇
用
と
す
る
こ
と
で
労
使
合
意
。

翌
一
一
年
エ
リ
ア
社
員
約
五
〇
〇
人
全
員
を

無
期
契
約
に
転
換
さ
せ
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
一
三
年
、
正
社
員
と
エ
リ
ア

社
員
の
人
事
制
度
を
一
本
化
し
、
エ
リ
ア
社

員
の
名
称
を
東
京
社
員
、
大
阪
社
員
に
変
更

し
た
。

　

エ
リ
ア
社
員
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
現
在
に

至
る
ま
で
の
非
正
規
雇
用
の
活
用
の
あ
り
方

の
変
化
を
振
り
返
り
つ
つ
、
同
ホ
テ
ル
の
人

材
活
用
戦
略
を
取
材
し
た
。

帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
の
開
業
を
機
に
生

ま
れ
た
エ
リ
ア
社
員（
有
期
契
約
社
員
）

　

一
九
九
六
年
に
大
阪
に
新
た
な
ホ
テ
ル
を

開
業
さ
せ
る
ま
で
、
同
ホ
テ
ル
で
は
正
社
員

を
中
心
に
、
特
定
の
業
務
の
み
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
に
任
せ
る
二
層
構
造
の
雇
用
区
分
で
運

用
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
大
阪
に
ホ
テ
ル
新
店
舗
を
オ
ー

プ
ン
（
九
六
年
）
さ
せ
る
の
に
伴
い
、
営
業

実
績
の
な
い
関
西
圏
へ
の
新
規
出
店
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
適
正
人
件
費
の
維
持
は
経
営

戦
略
と
し
て
も
必
須
の
課
題
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
同
社
の
労
使
は
、
宿
泊
、
料
飲

（
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宴
会
等
）、
調
理
の
三
業

務
で
、
正
社
員
よ
り
は
や
や
処
遇
を
抑
え
た

新
た
な
雇
用
区
分
の
検
討
に
着
手
。
そ
の
結

果
、
①
地
域
限
定
の
一
年
の
有
期
契
約
社
員
、

②
推
薦
と
試
験
で
正
社
員
へ
の
登
用
制
度
あ

り
、
③
待
遇
は
正
社
員
の
九
〇
％
保
障
（
三

〇
歳
ま
で
昇
給
制
度
あ
り
）
―
―
の
内
容
で
、

正
社
員
で
い
う
副
主
任
レ
ベ
ル
の
範
囲
ま
で

を
任
せ
ら
れ
る
新
た
な「
エ
リ
ア
社
員
制
度
」

の
導
入
で
合
意
し
た
。
エ
リ
ア
社
員
へ
の
採

用
対
象
は
、
大
学
・
専
門
学
校
、
短
大
の
新

卒
者
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪
は
エ
リ
ア
社

員
の
活
用
を
進
め
た
結
果
、
業
務
の
効
率
化

に
も
つ
な
が
り
、
安
定
的
な
営
業
成
績
に
結

び
つ
い
た
。
こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、
九

九
年
か
ら
は
東
京
を
含
め
、
全
社
的
に
エ
リ

ア
社
員
を
導
入
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
労
組

は
、
エ
リ
ア
社
員
の
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ

で
の
組
織
化
に
踏
み
切
っ
た
。

　

当
初
、
エ
リ
ア
社
員
化
は
正
社
員
の
退
職

に
よ
る
自
然
減
を
補
う
形
で
、
慎
重
に
拡
大

が
図
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
エ
リ
ア
社
員

化
を
進
め
る
こ
と
で
顧
客
サ
ー
ビ
ス
が
低
下

し
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
帝
国
ホ
テ

ル
ブ
ラ
ン
ド
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
な
ら
な
い

か
と
の
懸
念
も
あ
っ
た
。

　

労
使
は
、
副
主
任
レ
ベ
ル
ま
で
の
業
務
で
、

具
体
的
に
ど
の
範
囲
を
エ
リ
ア
社
員
に
任
せ

エリア社員を無期化し正社員と人事制度を一本化
―― 地域限定社員も同じ研修体系で人材育成

帝国ホテル （Imperial Hotel, Ltd.）の概要
本社所在地：東京都千代田区内幸町
グループホテル：�帝国ホテル東京（直営）、帝国ホテル大阪（直営）
　　　　　　　　�上高地帝国ホテル（直営）、ザ・クレストホテル

柏（直営）、ザ・クレストホテル立川（運営受託）
従業員：�正社員1400人、勤務地限定の東京・大阪社員670人、

パート・アルバイト350人、嘱託社員〈定年再雇用者〉
200人

賃金・人事処遇制度と運用実態をめぐる新たな潮流＜第 6回＞

帝国ホテル
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る
こ
と
が
可
能
な
の
か
、
職
場
ご
と
に
丹
念

に
業
務
の
見
直
し
と
要
員
交
渉
を
重
ね
て
い

っ
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
エ
リ

ア
社
員
の
担
う
業
務
の
範
囲
が
徐
々
に
拡
大

し
て
い
く
。

宿
泊
、
料
飲
、
調
理
の
専
門
コ
ー
ス

へ
の
正
社
員
登
用
を
制
度
化

　

ま
た
、
エ
リ
ア
社
員
化
を
進
め
つ
つ
、
労

組
側
か
ら
の
要
求
を
踏
ま
え
、
こ
の
区
分
か

ら
宿
泊
、
料
飲
、
調
理
の
正
社
員
専
門
コ
ー

ス
へ
の
登
用
制
度
を
設
け
る
こ
と
で
も
労
使

は
合
意
。
エ
リ
ア
社
員
の
中
に
は
、
正
社
員

専
門
コ
ー
ス
の
新
卒
採
用
が
長
く
抑
制
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
エ
リ
ア
社
員

で
入
社
し
て
い
る
従
業
員
が
い
る
こ
と
な
ど

も
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
エ
リ
ア
社

員
か
ら
正
社
員
へ
の
登
用
は
、
過
去
一
〇
年

に
わ
た
る
新
卒
採
用
の
抑
制
で
い
び
つ
に
な

っ
た
労
務
構
成
を
改
善
す
る
効
果
も
期
待
さ

れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
新
た
な
入
職
経
路
と
し
て
の

エ
リ
ア
社
員
か
ら
正
社
員
専
門
コ
ー
ス
へ
の

登
用
と
い
う
道
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
、
受

験
に
当
た
っ
て
の
制
限
も
設
け
ら
れ
た
。
ま

ず
、
正
社
員
登
用
制
度
へ
の
応
募
資
格
は
入

社
一
年
以
上
三
年
以
下
で
二
回
受
験
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
試
験
に
は
筆
記
と
面
接
が
あ

る
。
正
社
員
登
用
の
際
は
、
例
え
ば
入
社
後

三
年
目
で
登
用
さ
れ
た
場
合
は
、
入
社
後
三

年
目
の
正
社
員
が
つ
く
資
格
で
あ
る
一
般
三

（
ス
タ
ッ
フ
職
）
等
か
ら
、
正
社
員
の
制
度

に
乗
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

入
社
後
三
年
と
い
う
区
切
り
は
、
将
来
あ

る
若
者
を
正
社
員
登
用
の
機
会
を
付
与
す
る

だ
け
で
、
長
く
引
き
と
ど
め
て
は
い
け
な
い

と
の
配
慮
か
ら
だ
っ
た
。

エ
リ
ア
社
員
を
無
期
の
東
京
社
員
・

大
阪
社
員（
地
域
限
定
正
社
員
）へ

　

そ
の
後
、
二
〇
〇
九
年
に
エ
リ
ア
社
員
と

正
社
員
の
制
度
一
本
化
を
労
組
側
が
提
案
し
、

労
使
交
渉
の
結
果
、
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら

エ
リ
ア
社
員
の
契
約
を
有
期
か
ら
無
期
に
転

換
し
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
か
ら
は
人
事
制
度

を
改
定
し
て
、
正
社
員
と
エ
リ
ア
社
員
の
制

度
を
一
本
化
。
エ
リ
ア
社
員
の
名
称
も
、
東

京
社
員
、
大
阪
社
員
と
改
め
、
退
職
金
の
な

い
地
域
限
定
正
社
員
と
し
た
。
現
業
分
野
で

各
人
の
能
力
を
活
か
し
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
か
さ
ど
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
正
社
員
登
用
制
度
に
あ
っ
た
、

入
社
一
年
以
上
三
年
以
下
で
上
限
二
回
と
い

っ
た
受
験
の
回
数
制
限
も
撤
廃
し
た
。
そ
の

背
景
に
つ
い
て
、古
谷
厚
史
人
事
部
長
は「
以

前
は
有
期
契
約
だ
っ
た
の
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
る
回
数
・
年
齢
に
上
限
を
設
け
て
い
た
。

し
か
し
、
無
期
契
約
と
し
た
段
階
で
、
次
世

代
の
帝
国
ホ
テ
ル
を
担
う
重
要
な
戦
力
と
な

っ
て
ほ
し
い
と
の
期
待
か
ら
、
正
社
員
へ
の

登
用
基
準
も
見
直
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　

こ
う
し
て
昨
年
、
エ
リ
ア
社

員
か
ら
名
称
変
更
し
た
「
東
京

社
員
」「
大
阪
社
員
」
は
、
正
社

員
と
同
様
に
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

が
で
き
る
よ
う
に
、
同
じ
研
修

体
系
の
下
で
の
人
材
育
成
を
図

る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
）。
も

と
も
と
、
同
ホ
テ
ル
の
人
材
育

成
策
は
手
厚
か
っ
た
が
、
社
員

の
さ
ら
な
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
に

向
け
た
研
修
な
ど
を
強
化
。
通

信
教
育
制
度
で
の
自
己
啓
発
支

援
、
国
際
的
視
野
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
を
育

成
す
る
海
外
留
学
制
度
な
ど
、
公
平
な
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

人
事
制
度
の
一
本
化
と
エ
リ
ア
社
員
の
処

遇
改
善
に
当
た
っ
て
は
、
正
社
員
中
高
年
の

賃
金
カ
ー
ブ
や
、
退
職
金
制
度
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
で
原
資
を
捻
出
し
た
。
そ
れ
ま
で

エ
リ
ア
社
員
の
昇
格
は
副
主
任
（
Ｍ
Ｍ
１
）

ま
で
だ
っ
た
が
、
東
京
・
大
阪
社
員
は
主
任

（
Ｍ
Ｍ
２
）
ま
で
昇
格
で
き
る
よ
う
に
し
た

（
管
理
職
は
Ｍ
１
か
ら
Ｍ
６
、
係
長
に
当
た

る
主
事
は
Ｍ
Ｍ
３
と
な
る
、
図
参
照
）。

　

こ
う
し
た
無
期
化
や
人
事
制
度
の
一
本
化

を
図
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
古
谷
部
長
は
こ

う
語
る
。「
団
塊
の
世
代
が
職
場
か
ら
去
り
、

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
も
高
齢
化
す
る
な
か
、
そ
の

代
替
労
働
力
を
確
保
し
つ
つ
、
帝
国
ホ
テ
ル

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
承
す
る
た
め
に

は
、
将
来
を
担
う
若
年
世
代
で
あ
る
エ
リ
ア

社
員
の
戦
力
化
が
欠
か
せ
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
」。

　

賃
金
も
こ
れ
ま
で
の
職
能
資
格
制
度
か
ら

役
割
等
級
制
度
に
変
更
し
た
。
正
社
員
と
同

じ
等
級
に
格
付
け
し
、
面
接
な
ど
同
じ
評
価

制
度
の
な
か
で
運
用
す
る
。

　

一
時
抑
制
し
て
き
た
専
門
コ
ー
ス
の
新
卒

採
用
も
団
塊
の
世
代
が
抜
け
た
後
、
こ
こ
数

年
は
一
〇
〇
人
超
の
新
卒
者
を
受
け
入
れ
て

き
て
お
り
、
今
後
も
同
程
度
の
採
用
は
続
け

る
予
定
だ
。
一
方
、
将
来
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
四
大
卒
枠
の
総

合
コ
ー
ス
（
総
合
職
）
は
社
内
の
管
理
職
ポ

ス
ト
数
を
勘
案
し
毎
年
一
〇
数
人
程
度
の
採

用
を
実
施
し
て
き
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
一

三
人
、
一
二
年
一
一
人
、
一
一
年
一
四
人
）。

　

一
九
九
六
年
か
ら
エ
リ
ア
社
員
制
度
を
運

用
す
る
中
で
、
専
門
コ
ー
ス
の
正
社
員
に
登

用
し
た
人
か
ら
管
理
職
に
昇
進
・
昇
格
す
る

1996 年　大阪開業に伴い「エリア社員制度」がスタート

2000 年　東京にも「エリア社員制度」を導入

2004 年　エリア社員比率について会社側が引き上げを提案（大阪で 5割）

2006 年　エリア社員からの正社員専門コースへの登用制度がスタート

2010 年　エリア社員を期間の定めのない雇用とすることで労使合意

2011 年　エリア社員約 500人全員を無期契約に転換

2013 年　�正社員とエリア社員の人事制度を一本化（エリア社員の名称を東京社員、大阪社

員に変更）。正社員登用制度の受験機会を拡大

2014 年　�パートタイマーを「サポート社員」に名称変更。時給の引き上げと、昇給制度を

導入。パートから東京社員、大阪社員への登用ルートを制度化

古谷人事部長
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ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ま

で
の
エ
リ
ア
社
員
の
中
か
ら
、
毎
年
二
〇
人

程
度
が
正
社
員
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。

四
月
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
事
制
度
を

改
定—
「
サ
ポ
ー
ト
社
員
」
に
名
称
変
更

　

昨
年
ま
で
に
正
社
員
の
人
事
制
度
見
直
し

が
一
巡
し
た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
の
四
月
か

ら
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
事
制
度
を
変
え
た
。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
仕
事
範
囲
を
変
え
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
新
規
採
用
や
人
材
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
採
用
競

争
力
の
あ
る
時
給
に
改
定
す
る
必
要
が
出
て

き
た
た
め
、
既
存
の
一
時
金
や
手
当
を
見
直

し
、
そ
の
原
資
に
あ
て
た
。
雇
用
区
分
の
名

称
も
「
サ
ポ
ー
ト
社
員
」
に
変
更
し
た
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
ベ
テ
ラ
ン
・
新
人
の
区
別
が
な
く
、
昇
給

も
な
か
っ
た
が
、
簡
易
な
評
価
制
度
を
入
れ

て
、
そ
れ
に
応
じ
て
時
給
が
上
昇
す
る
よ
う

に
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ま
で
エ
リ
ア
社

員
を
中
途
採
用
す
る
際
に
は
、
そ
の
都
度
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
も
声
を
か
け
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
よ
う
促
し
て
き
た
が
、
改
め
て
東
京

社
員
・
大
阪
社
員
へ
の
登
用
ル
ー
ト
を
制
度

化
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
変
え
た
。
五
年
以

上
契
約
を
反
復
更
新
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
本

人
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
無
期
転
換
さ
せ
る
と

い
う
改
正
労
働
契
約
法
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

「
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
で
も
能
力
が
高
く

や
る
気
の
あ
る
人
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
東
京
社

員
・
大
阪
社
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

登
用
ル
ー
ト
を
制
度
化
す
る
こ
と
で
定
着
率

を
高
め
人
材
競
争
力
を
強
化
し
て
い
き
た

い
」（
古
谷
部
長
）
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ

る
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
採
用
市
場
が
逼
迫
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
制
度
改
定
に
伴
い
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
時
給
の
引
き
上
げ
も
実
施

し
た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
三
五
〇
人
の
体
制
は
大
き
く
変
わ
ら

な
い
と
考
え
る
。

　

世
間
的
に
注
目
が
集
ま
る
今
春
の
労
使
交

渉
に
つ
い
て
は
、「
将
来
へ
の
人
材
競
争
力
強
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化
の
仕
組
み
が
整
い
、
業
績
も
よ
く
な
っ
て

き
た
の
で
、
人
へ
の
先
行
投
資
と
し
て
正
社

員
と
東
京
社
員
・
大
阪
社
員
に
対
し
て
も
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ（
一
九
〇
〇
円
）を
実
施
し
た
」

（
古
谷
部
長
）。

　

こ
う
し
た
一
連
の
人
事
制
度
の
見
直
し
や

賃
上
げ
の
効
果
に
つ
い
て
、
古
谷
部
長
は
こ

う
期
待
す
る
。

　
「
社
員
の
対
応
そ
の
も
の
が
ホ
テ
ル
に
と

っ
て
は
企
業
価
値
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た
め

に
は
一
人
ひ
と
り
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

く
持
っ
て
安
心
し
て
働
け
る
労
働
条
件
を
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

東
京
社
員
・
大
阪
社
員
を
無
期
契
約
に
し
、

研
修
体
系
も
正
社
員
と
一
元
化
し
た
の
で
、

教
育
訓
練
に
つ
い
て
も
受
身
で
は
な
く
、
自

己
啓
発
を
含
め
て
、
自
ら
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
考
え
て
、
仕
事
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
個
人
の

成
長
な
く
し
て
企
業
の
発
展
は
な

い
と
考
え
て
い
る
」

女
性
の
管
理
職
登
用
も
推
進

　

女
性
の
各
職
場
で
の
活
躍
を
反

映
し
、
女
性
の
登
用
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
係
長
ク
ラ
ス
に
あ

た
る
Ｍ
Ｍ
３
の
今
年
の
登
用
者
の

二
五
％
は
女
性
で
、
管
理
職
に
占

め
る
女
性
の
割
合
も
一
〇
％
程
度

ま
で
上
昇
し
た
。
ホ
テ
ル
の
仕
事

は
不
規
則
で
、
育
児
な
ど
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
も
と
り
に
く

い
面
が
あ
る
も
の
の
、
育
児
休
業

制
度
の
拡
充
な
ど
で
、「
女
性
の
定

着
率
も
高
め
て
い
き
た
い
」（
古
谷

部
長
）
と
し
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
観

点
で
は
、
産
前
産
後
休
暇
が
有
給

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
法
定
よ
り
長
く
休
む

こ
と
が
で
き
る
育
児
・
介
護
休
業
制
度
や
育

児
・
介
護
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
制
度
の

導
入
、
従
業
員
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
、
従
業

員
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
新
卒
採
用
を
軸
と
す
る
ス
タ

ン
ス
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、「
純
粋
培
養
だ

け
で
な
く
、
多
様
性
も
大
事
な
の
で
、
中
途

採
用
や
外
国
人
採
用
も
考
慮
し
な
が
ら
、
帝

国
ホ
テ
ル
伝
統
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
人
材
を
育
て

て
行
き
た
い
」（
古
谷
部
長
）
と
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
を
意
識
し
た
取
り
組
み
も
進
め
る

考
え
だ
。�

（
荻
野
　
登
）

2015年度採用の内容

総合コース（社員）�
　(1)��企画・マーケティング系企画、営業企画等�
　(2)��オペレーション系＝フロント、宴会、レストラン等�
　(3)��営業系＝国内外法人セールス、婚礼セールス等�
　(4)��管理系＝総務、人事、経理、購買・資材、不動産等�
　※社員の勤務地は、東京、大阪ほか国内外限定せず。
　　ジョブ・ローテーションにより、職種横断的な異動が３〜４年ごとにある。�
専門コース（東京社員・大阪社員） 
　専門分野の職場運営を通じてプロフェッショナルを育成、勤務地の限定�
　東京社員・大阪社員（転居を伴う転勤はなく、原則として採用地での勤務）�
　2015 年 3月までに専門学校、短期大学、四年制大学・大学院を卒業予定の方
　学部・学科不問
　(1)��宿泊職種：フロント、オペレーター、ベルスタッフ、客室予約等�
　(2)��レストラン職種：ウェイター、ウェイトレス、バーテンダー等�
　(3)��調理職種：フレンチ、ベーカリー、ペストリー等
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特集「雇用保障について改めて考えるために」6
【提言】
　雇用保障とその課題 小宮　文人

【論文】
　雇用流動化で考慮されるべき論点―解雇がもたらす影響について
 江口　匡太

【紹介】
　雇用終了の際の手続き―「従業員の採用と退職に関する実態調査」から
 郡司　正人
 奥田　栄二
　「雇用終了」への労使の対応―Ｂ労働組合の事例から
 後藤　嘉代
　離職者に対する再就職支援システムの現状と課題
 阿部　正浩
 神林　　龍
 佐々木　勝
 竹内（奥野）　寿

【論文】
　ハルツ改革後のドイツの雇用政策 橋本　陽子
　労働法制から見た雇用保障政策―活力ある労働力移動の在り方
 野川　　忍

【書評】
　藤内和公著『ドイツの雇用調整』 成田　史子
　大竹文雄・川口大司・鶴光太郎編著
　　『最低賃金改革―日本の働き方をいかに変えるか』 神吉知郁子
　キャロル・グラハム著、多田洋介訳
　　『幸福の経済学―人々を豊かにするものは何か』 吉田　恵子
　仁科伸子著『包括的コミュニティ開発
　　―現代アメリカにおけるコミュニティ・アプローチ』 室田　信一

【読書ノート】
　濱口桂一郎著『若者と労働―「入社」の仕組みから解きほぐす』
 久本　憲夫

【論文 Today】
　「見えない差別と職業選択」 孫　　亜文

【フィールド・アイ】
　人種間格差と男女間格差 安井　健悟


